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金沢大学十全医学会雑誌 第94 巻 第 2 号 41 卜 43 6 く19 85う

マ ウ ス の 頼腺の 微構造と 自律神経支配

金沢 大学医学部解剖学 第 一 講座 く主 任 二 本陣良平教授う

山 本 美 由 紀

く昭和6 0 年 3 月2 0 日受付I
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マ ウ ス 頼腺の 構造 と神経支配 を
， 組織化学的検索法お よび電顕観察法 に よ り検索 した

． 頼腺は攻筋

の 前方の 頬壁中に 存在す る ． 腺 は三 業か ら なり， 各葉か ら導管が 出る
．

こ れ らの 導管は漸次合流して
一

本

の 大きな導管
，

す なわ ち頬腺管 と な り，
こ れ は耳下腺管 に そ の 口腔 へ の 開口 部か ら約 0 ． 5 m m 近位よ りの

所で合流す る
． 頬腺は複合管状胞状 腺で あ り

，
ま た混合腺で ある

． 腺房は 約90 ％の粘液細胞 と約10 ％の染

液細胞か ら なる
． 頼腺は介在部 と線条部を欠く ． 写真鏡法に よ ると， 頼腺に は多数の 無髄神雇線終が分布

し
，

それ ら は繊細 な神経 乱 す なわ ち
， 腺房間神経 軌 動脈壁神経網お よ び腺房内神経網を形成 する

． 神

経線推は その 神経網内で の 走行 中に 所々 で 感状の 腫 大 を示 す
． 組織化学的検索法に よ る と ，

こ れ らの 神経

網に はカ テ コ
ー ル ア ミ ン に よ る螢光と ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ

ー

ゼ活性が証明され る ． 上 部中経節切除乳

カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性線維 が消失 し

，
頬神経切断後アセ チ ル コ リ ン エ ス テラ

ー ゼ活性陽性線推が消失

する ． 電顕検索に よる と， 上記 の感状腫大部 は多数の シ ナプ ス 小胞 と ミ トコ ン ド リア を含んだ軸索の 腫大

部 と して示 され る ． 腺房間と動脈壁神経網 の軸索腫 大部はい わ ゆる遠距離シ ナ プス に 相当し
，
腺房内神経

網の軸索腰大部は密接シ ナ プ ス に 相当す る ． これ らの 軸索腰 大部は
， 内部に 含む シ ナ プス 小 胞の 種類 に よ

り
，

常に 多数の 小 額粒性 シ ナ プ ス 小胞 を含 む工型 終末と， 多数の 無顆粒性小 胞 を含む王工型終末の こ種 に 分

類する こ とが で きる ． 上 頸神経節切除後1 型終末が 変性 に 陥り， 頼神経切断後工工塑終末が変性に 陥る
．

こ

れ らの 組織化学並 び に 電顕所見 は
， 工型 終末が上 野申経節由来の ア ド レ ナ リ ン作動性神経の シ ナ プス 終末

で あり ， 汀型終末が 耳神経節由来の コ リ ン 作動性神経 シ ナ プ ス 終末 であ る こ と を示 して い る
．

工型終末と

廿型 終末 との 数比 は
， 腺房間神経網で は 1 二 3 で あり

， 動脈壁神経網で は 4 ニ 3 で あ る ． 腺房 内神経網の

密接 シ ナ プス はす べ て 廿塾終末 に 属す る
．

上 郡中経節切 除後， 腺細胞は分泌 顆粒の 融合と粗面小 胞体の 拡

張を示 す
． 下顎神経切 断後， 腺細胞は よ り顕著 な変化を示 し

， 腺は浮腰状の 変性 に 陥る ．

K e y w o r d s b u c c al g l a n d
，
a d r e n e r gi c n e r v e fi b e r s

，
Ch olin e r gi c n e r v e fib e r s ，

m O u S e ．

小唾液腺の
一

つ で ある 頬腺 に 関する研究 は， 大唾 液

腺に 関する も の と比 較す る と格段 に 少な い
．

ヒ トの 頬

腺に つ い て
，
Z i m m e r m a n n

り は
， 頼腺が 頼壁 中に 2 列を

なして 散在性 に 存在す る混合腺で あ り ， 線条郎 を欠く

が介在部 を持ち
， 後方 に は臼歯腺が存在す る と記載し

てい る ． その 他の 成書の 記載は こ の 域 を出な い
． 上憤

ら
2I お よ び小林3J は頼腺 を 肉眼解剖的に 検索 し

，
その 分

布と大き さ を報告 して い る
．

E v e r s ol e
41
と H a r ri s o n

5 1

は頬腺の 分泌 物の 化学的性状に 関 して 組織化学的検索

を行な っ て い る
． 神経支配に 関し て は

，
R o s s o n i ら

61 が ，

頼腺内に は コ リ ン作動性神経が豊富に 見られ る が
，

ア

ドレ ナ リ ン作動性神経は血 管周囲を除い て は ほと ん ど

見ら れ ない と報告 して い る ．

ヒ ト以 外で は
， 峯 田

71 の ヤ ク ザ ル に 関す る もの
， 今

村8 切 家兎 に 関する も の
，

K a y a nj a
91の 有蹄類に 関す る

もの が あ る
．

い ずれ も 分泌物 に 主 眼 を置い た組織化学

的な検索で ある ． 審歯類の 頬腺 に 関して は研究が 極め

て 少なく，
わ ず か に

，
R e d m a n

1 0 1
が ラ ッ トの 類壁 中 に存

在する腺 の 発生 と構造に 関 して 可 視光顕微鏡 く光顕う

を用 い た検索を報告 して い る に す ぎない
． 彼は耳下腺

管の 開口 部付近 か ら発生 す る a n t e ri o r b u c c al gl a n d

と
， 第三 大臼 歯 に 対面 する 頬壁中 に 存在す る 3 つ の

p o st e ri o r b u c c a l gl a n d s を見 出し，
い ずれ も粘液腺の

特性 を示 すと報告 して い る ． しか し それ らの 腺の 神経

A b b r e vi ati o n s ニ A B
，

al ci a n bl u e 三 F G S
，
f o r m ald e h y d e ．

gl u t a r ald eh y d e － S u C r O S e i G A － O s O 4
，

gl ut a r ald e h y d e － O S m i um t et r O X i d e i P A S
， p e ri o dic a cid － S c hiff ．
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支配 に 関 して は何 ら言及 して い な い
．

今回著者 は マ ウ ス の 頬腺 に つ い て
，

そ の微構造を明

ら か に す る ため に
， 光顕 と電子 顕微鏡 く電顕う 観察に

よ り検索し た ． また
， 頼腺 に 分布す る神経の走路を調

べ るた め連続切片の 再構築法を行な っ た．
つ い で

， 腺 内

神経終末の 徴構造 を明 ら か に す る た め ， 神経染色， 組

織化学的検索法
，

お よ び竜顔観 察に よ っ て検索 した
．

なお
， 頼腺支配神経 の由来， 走路お よ び終末 を確認 す

るた め
， 各種の 侵害に よ る神経変性実験 を行 な っ た ．

材料お よ び方法

王
． 実験動物

純系成 熟雄 K H － 1 種 マ ウ ス く朗厄ぎ 2 胱好 捌 椚 V a r ．

戊 伽 由J を 実験動物 と して用 い た ． 対照 と して 雌 も 3

，匹 用 い た ．

王王 ． 光顕観察法

1 ．
へ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジ ン 染色

切 断した マ ウス 頭部 を
，
75 ％ エ タ ノ ー ル 7 5 m l ． ホ ル

マ リ ン 20 m l ． 氷 酢 酸 5 m l の 混 液 に 2 日 間 固 定
，

Pl a n k － R y c hl o 液で脱灰
，
セ ロ イ ジ ン に包埋 し， 水平 断

の 20 ル m 連続切片 を作製 した ． 切片に は ヘ マ トキ シ リ

ン ． エ オ ジン くh e m a t o x yl in － e O Si n l 染色 を施 し， 頼腺

の構造と周囲臓器 との 相関 を描画再構築法に よ っ て 検

索し た ．

2 ． 分 泌 物の 組織化学的染色法

頬腺 を燐酸緩衝液 で p H 7 ．4 と した 10 ％ ホ ル マ リ ン

に 固定
，

パ ラ フ ィ ン に 包埋 し， 薄切片 を作製 し
，

以下

の 組織化学的染色法を施 した
．

1 1 過 沃素醸 ． S c h if f くp e r i o di c a cid 嶋 S c h if f
，
P A S J

反 応

こ の 方法に よる と多糖類が 赤紫色に 染色さ れ る
．

2 コ ア ル シ ア ン ブ ル ー くal ei a m bl u e
，
A 即 染色 川 1 21

染色液 は， 酢酸で p H 2 ．5
，

あ る い は塩酸 で p H l ．0 に

調整し た
．

一

部の 切片に は， p H 2 ．5 ま た は p H l ．0 の A B

染色を施 した1乳 後染色と して P A S 反応 を行な っ た
．

p H 2 ．5 の A B 染色で は酸性糖 蛋白が
， p B l ．0 で は硫酸

化糖蛋 白が 青色 に染色さ れ る ．

3
． 実体顕 微鏡観察

頬腺 に 分布す る外来神経 の 走行 を
， 実体顕微鏡下 に

観察し た ． 観察に 際 して は
， 組織の 乾燥 を防 ぐとと も

に
， 組織の 固定 を兼ね て 1 ％酢酸 を適宜観察部位 に滴

下 した
．

4 ． 神経軸索染色

皮膚を つ けた まま頬壁全体 を取 り出 し
，
本陣写真銀

法 く写真銀法
， ph o t o g r a ph i c sil v e r s t a i ni n gl

l 叶に よ

る連続切 片 を作製 し， 描画再構築法 を行な っ た ． この

方法に よ ると
， 神経細胞体お よ び神経線推軸索が黒 色

な い し褐色 に 特異的に 染色され る
．

5
． 神経髄 鞘染色

髄鞠の染色 は
，
オ ス ミ ウム 髄鞘染色法瑚 に よ っ た

．
こ

の 方法に よ ると
， 髄鞘が 黒色 に 染色さ れ る ．

II王
． 神経要 素の 組織 化 学的検索法

頼腺 の 神経要素の 組織化学的特性 の 検索は次の方法

に よ り行な っ た
．

1
．

カテ コ
ー ル ア ミ ン検出法

F u r n e s s ら1 5 切 F a gl u 法 の N a k a m u r a
岬 に よ る 改

良法 で あ る ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ． グ ル タ
ー ル ア ル デヒ

ド ． シ ョ 糖 tf o r m a ld eh yd e
－

gl u t a r a ld e h y d e － S u C r O S e
，

F G S l 固定法 を用 い た ．
F G S 法 に よ る と組織中のカテ

コ
ー ル ア ミ ン は黄緑色の螢光 を発 す る

．

2 ． ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ 活 性検出法

K a r n o v sk y ら
1 71

の チ オ コ リ ン 法 を改良 した N ak a ．

m u r a ら
1
叫こよ る ル ベ ア ン酸増強法 くr u b e a ni c a cid ．

e n h a n c e m e n t m e th o dl を用 い た
．

こ れ に よる とアセ

チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性陽性部が 黒色 に 特異的に

検 出され る
．

IV ． 電 顕検索法

1 ． グ ル タ
ー ル ア ル デ ヒ ド ． 四 酸 化 オ ス ミ ウ ム

くgl u t a r al d e h y d e － O S m i u m t et r o xi d e
，

G A ．

O s O J 固定法

頬腺の 電顕検索に は， 頼腺を その 導管， 耳下腺管お

よ び 口 腔粘膜 とと も に 取 り出 し，
2 ． 5 ％グ ル タ

ー ル アル

デ ヒ ド く0 ． 1 M 燐酸緩衝液 で p H 7 ，4 に調整う で 4
0

C 90

分浸潰固定の の ち
，

1 ％また は 2 ％四 酸化 オス ミウム

く上 記と 同 じ緩衝 液で p H 7 ．4 に 調整1 で 4
0

C 9 0 分固定

を行な っ た ．
エ タ ノ ー ル 系列で 脱 水後 ，

エ ポ ッ ク 飢2 に

包埋 し
，
L K B 2 0 8 8 型 ウ ル ト ロ ト

ー ム に よ っ て 超薄切片

を作製 した ． 同時 に 厚さ 1 へ 2 ノノ m の 切 片を作り， ト

ル イ ジ ン ブ ル ー 染色19I
を施 し

，
光頗観察に よ る組織部

位の 同定 の 試料と した
． 超 薄切 片に は酢酸ウ ラ ニ ル と

鉛の 二重 染色 抑
を施 し

，
日立 H U －1 2 型 あ る い は 廿50 0

塾 の 電頗 で観察 した
．

2 ． 重 ク ロ ム 酸 固定法

神経終末部の検索の ため に
，

T r a n z e r ら
2 り

の 重 ク ロ

ム 酸固定法 くdi c h r o m a t e fi x a ti o n m eth o d I を行なっ

た
．

こ の 方法に よ る と
， 神経組織 中の カ テ コ

ー ル アミ

ン 含有物が 極 め て 電子 密度大 な物 質と し て 検出され

る ．

3 ． メ セ ナ ミ ン 銀 法

分泌 物の 特性 を電旗 下 に 検出す る ため ， 0 ． 1 M 燐酸

綬 衝液 で p H r 4 に 調 整 し た 4 ％パ ラ ホ ル ム ア ル デヒ

ドで 4
0

C 60 分 固定 した頬腺 を用 い て
，

R a m b o u r g
2 2

切

メ セ ナ ミ ン銀 法 くsil v e r m e th e n a m i n e te c h ni q u el を
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行な っ た
．

こ の 方法に よる と
， 多糖類 ， 糖蛋 白な どに

特異的に 鍍 粒子 の 沈 着が 見ら れる ．

V ， 神経 節切 除お よ び神経切 断実験

頼腺の 支配神経の 起源 検索を目的と する 二 次変性実

験の ため
， 実体顕微鏡 を用 い て

， 下記の 神経節切除，

ある い は神経切 断実験 を行な っ た
． 手術に 際 して は，

ベ ン トパ ル ビ タ ー ル ナ ト リ ウ ム の 腹腔 内注射 く0 ． 1

m gノgJ に よ り麻酔 を施 した ．

1 ． 上 頸神経節の 切 除

上 鄭中経節切除は
， 内頸動脈と頭長筋の 問を広げて

，

上部申経節を確認 して 切 除 した ． 手術後，
2 4 時間， 2 ，

4 ，
7 日間を経 た マ ウス か ら頬腺 を採 り

，
以 下正 常な

場合と同様 に 試料 を処置し
， 術後の変化 を検索し た ．

2
． 交感神経系の 神経支配 の 検索の た め の 諸実験

交感神経系の 神経支配の 詳細 を検索 す るた め に 以下

の実験 を行な っ た ． 手術後 24 時間を経 た マ ウス の 頬腺

を採り
，

カテ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法 を用 い て検索 し

た．

り 内頸動脈神経叢 の切 除

上 郡申経節の 吻側端 か ら起 こ る
， 内頸動脈の 周囲に

篠路してい る神経束 をす べ て剥離 して 切除した ．

2 う 外頸動脈神経毒の 切 除

上 郡中経節か ら内側に 向 っ て起 こ る
， 外頸動脈 の 周

囲に纏絡して い る神経束 をす べ て 剥離 し て切 除し た ．

3う 顔面 動脈 に伸行 す る 神経束の 切 断

下顎 骨の 下緑 で
， 外頚動脈の 枝で あ る顔面動脈と そ

れに伴行す る神経束 を切断した ．

4 1 浅側頭 動脈に 伸行 す る 神経束の 切 断

耳下腺の 下 で
， 外頸 動脈 か ら 分岐直後の 浅側頭動脈

とそれ に伴行す る神経 束を切 断した ．

5J 内頸動脈 神経毒 お よび顔面 動脈 に 伴行す る神経

束の 同時 切 断

り 外頸 動脈 神経叢 お よ び翼 口 蓋神経節の 同時切 除

翼口 蓋神経節切除は ， 上 顎骨の 歯槽 突起 を
，

3 本の

臼歯と共に 切除する こ と に よ っ て 翼 口 蓋神経節を確認

し ，
これ を切 除した ．

3 ． 下顎 神経 の 切 断

下顎 神経の 切 断 は
， 下顎神経が 卵円孔 を 出た 直後の

部分で 行な っ た ． 手術後
，
2 4 時間，

2
，

4
，

7 日間 を

経たマ ウ ス か ら頼腺を採 り， 以下正常 な場合と 同様に

試料を処置 し， 術後の 変化 を検索 した
．

4
． 下顎神経 に 属 す る 詩神経の 切断

下顎神経 に 属 す る諸 神経 に 対 して 以 下の 実験 を 行

なっ た ． 手術後24 時間お よ び 2 日を経 た マ ウス の 頬腺

を採り， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性検出法お よ

び電顕検索法を用 い て検索した ．

1 ト頬神経の 切 断

口 腔内か ら
， 上 顎の第三 大臼歯の す ぐ尾 側で粘膜直

下 に 現 わ れ る頬神経 を切 断し た
．

2 う 耳介側頸 神経の 切 断

顎 下 郡より
， 内側翼突筋と顎二 腹筋後腹との 間で耳

介側頭神経を確認 して
，

これ を切 断した ．

3 フ 舌神経 と下 歯槽神経の 切 断

内側翼突筋 と外側翼突筋の 間で
， 両神経を確認 して

切断し た
．

成 績

I ． マ ウス 頼腺の 微構造

1 ． 肉眼 お よ び実体顕微鏡所 見

マ ウス の 頬腺 は， 口角の尾側上 方の 頬壁中に 存在す

る属平 な卵 円形 の 腺 で
， 長径約 2 ．5 m m

， 短径約 1 ．5

m m
， 重さ約 1 m g で ある ． 頼腺尾側面の下方と嘆筋表

面の 間を耳下腺管が ほ ぼ水平に内側に 向か っ て走り
， 頼

腺内側下端 の 腺門か ら 出る頬腺の 導乱 す なわ ち頼腺

管と 合流 す る 停 真 1フ． 合流後0 ． ト 1 m m 内側 に

走 っ た後， 頼粘膜 を貫 い て
， 上顎第1 大臼歯に 対す る

頼粘膜 の 前下 方約 2 m m の 位置で 口腔 前．庭 に 開 口 す

る ． 頬腹の 内側お よ び上 方 に は頬筋
，

吻偵陀 は上 顎神

経と顔面神経 の 枝お よび顔面動 ． 静 帆 外側に は広頸

筋， 下方に は 口 輪筋が存在す る ．

腺 は外側 ． 中間 ■ 内側の 3 葉か らな る ． 外側と 中間

案は ほぼ 同じ大きさ で
， 少量 の 結合組織 で隔て られ て

い るだ け であ るが ， 内側葉は小 さく ， 小動脈と小 静脈

に よ っ て
， 頬腺の 他 の 部分か ら隔て られ てい る ． 各葉

の 下郡か ら
一 本の 葉間導管が起 こ り， 水平 に 内側に 走

り
， 順次合流 して頬腺管を形成す る ．

顔面動脈 は唆筋の 下顎 骨 へ の 付着部の 前線で 下 顎骨

Ph o t o l － H o ri z o n t al s e c ti o n o f th e ri gh t b u c c a l

W all o f a m o u s e ． b c ， C e n t r al l o b e of th e b u c c a l

gl a n d 三 b d
，
b u c c a l d u c t ニb l

，
1 a t e r al l o b e o f th e

b u c c al gl a n d i b m
，

m ed i al l o b e o f th e b u c c al

gl a n d ニf n
，
f a ci al n e r v e i m m

，
m a S S et e r m u S Cl e こ

p d ， p a r O tid d u ct i O
，

O r al c a vi ty ． H e m a t o x yli n －

e o si n s t a in i n g ，
X 3 2 ．
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の 外側 緑を 回 り ， 攻筋 お よ び 頬腺の 吻側 を前上 方に

向か っ て走る
． 頼腺 の内側吻側角の す こ し手前で 後方に

枝 を出 し，
この 枝 は耳下腺管開 口 部付近 で ， 頼粘膜直

下を ほぼ水平 に 尾方か ら来 る内頸動脈の 枝の 眼裔下 動

脈の枝と吻合す る
． 吻合部付近か ら 2 本の 小枝が 出て

，

1 本は 耳下腺管に 分布 し， 他の 1 本 は頼腺の 内側葉と

中間葉の 間を通 っ て
， 腺門か ら出る 前の 導管周辺 に 到

り， 腺内に 入る ． また 顔面動脈 は頬腺の 吻 側面上 を通

過する 際に 1 へ
一 2 本の 小枝 を腺内 に 送る ．

2 ． 光顕 所 見

頼腺の 表 面は薄い 結合組織性被膜に 被わ れ
，
被膜か

ら分か れ て 実質内に 入 り込 んだ 葉間結合組織が腺 を3

葉に 分 ける
． 小 葉の 形 成は見 られ な い

．

腺は複合管状胞状腺の 構成 を示 し， 終末部は筋上 皮

細胞 を持 つ
． 終末部の 腺細胞 は

，
P A S 反 応に よ っ て ，

A 細胞と B 細胞 の 二種類の 細胞 に 区別さ れ る ． 両 細胞

とも に その 基底側に 球形 な い し楕 円形の 核 を持 つ
． A

細胞は終末部の 大部分 を占め
， 核上 部に 大量 の 分泌顆

粒 を持 つ
．

こ の 分泌 顆粒は
，
P A S 反応 に よる と き

，
周

囲が濃 く 中央部が 淡 い 泡状 の 赤紫色の 染色性 を， A B

染色で は
， p H 2 ．5 の と き濃青色， p H l ．0 の と き p H 2 ．5

の と きよ り 淡い 青色の 染色性 を示 す ． P A S 反 応と A B

染色との 二 重 染色 で は 分泌 顆粒 は青紫色の 泡状 を呈 す

る ．
B 細胞 は い わ ゆる 半月 を形成 し

，
その 数が少 なく ，

核上部 に 少数の 分泌 顆粒 を持 ち，
こ の 額粒 は P A S 反

応は陽性で あ るが
，

A B 染色 で は
， p H 2 ．5 に お い て も

p H l
．
0 に お い て も全 く染色性 を示 さ ない く写真 2 う

．

終末部は
， 介在部 ． 線条部 を介さ ず に

， 直接 内腔の

広 い 導管に 続く
． 導管系は

， そ の 起始部が
一 部 の もの

で単層立方上 皮か らな る以 外は
， 葉間導管， 頬腺管と

P h o t o 2 ． A ci n i o f th e b u c c a l gl a n d s t a i n ed w it h

A B s t ai ni n g a n d P A S r e a c ti o n ． A
，

A c e11 s

S t ai n e d wi th A B a n d P A S i B
，
B c ell s s t ai n e d

W ith P A S o n l y i e
， e X C r et O r y d u c t ． A B s t a i ni n g

a n d P A S r e a c ti o n
，

X 4 8 0 ．

な り
， 耳下腺管 に合流す る ま で

，
す べ て 二 層の 立方な

い し柱状上 皮 か ら な る ． 上 皮は基 底側の 暗調 な基底細

胞と
， 管腔側の 明調 な細胞か ら な り ， 両 者とも分泌顆

粒 は含ま な い
． 導管は腺葉内で合流 を繰 り返 し

， 各葉

で
一 本の 葉間導管と な っ て 腺葉 を去 る ． 導管系に は筋

上 皮細胞は認 め られ な い
． 頬腺の 導管系お よび耳下腺

管に は杯細胞 も出現 しな い
．

頬腺の 内側葉と 中間案 の 間 を通 り頬腺管周 辺 に到っ

た小 動脈は
， 枝分 か れ し， 導管系に 沿 っ て 走 り

， 腺内

で 腺房 をと り 囲む毛細 血 管網 を形成 す る
． 静脈系は動

脈に 伴行す る ．

頬壁中 に は こ の 頬腺の 他に
， 後方の 第 3 大 臼歯に対

す る位置の 粘膜下 に 小 さ な独立 した単
一

の 粘液腺塊 の

存在 が認 め られ た ．

3
． 電 顕 所 見

光顛 で 区別 さ打た A 細胞 と B 細胞の 二 種類の 腺細

胞は ， 電顕 に お い て も微構造 の 異 な る 二 種の 細胞とし

て 区 別され る
． 頬腺 の

一

部を連続視野 的 に 電顕 で 撮影

し
，

得ら れた 写真を つ な ぎあ わせ た 像に よ っ て 検索す

ると ， 写真中 に 含ま れ る全腺細胞数15 4 偶の うち， A

細胞が 12 1 個，
B 細胞が 10 個 で

， 写真中で 分泌顆粒を

含 ま な い た め に ど ち ら と も判 別が つ か な い 細胞が23

個認 めら れ た ．

1 う A 細胞

A 細胞 は， 限界膜 に包 まれ た径 0 ． 4 旬 2 ． 0 ノJ m の球形

な い し楕円形 の 分泌顆粒 を持 つく写 真 31 ． 分 泌顆粒は

細胞質全 体に 分布 して い るが
， 特 に 核上 部の 腺腔側の

細胞質中 に 多く見 られ る ． 分泌顆粒 は しば しば融合像

を示 す
． 分泌顆粒の 内部 は細 糸状の 物質が疎に集まっ た

部分 と
，
顆粒状 の 物質が やや 密に 集ま っ た部分 とがあり

，

全体 と し て斑 状を呈 す る ． 細胞の 遊離面 で は
， 分泌額

粒の 限界膜が 腺腔側の 細胞膜と 融合 し て
， 分泌顆粒の

内容物 が 腺腔 内 へ 放 出さ れ る 開 口 分 泌 くe r u p tc ri n e

s e c r e ti o n l の 像が 認め られ る
．

核は 基底部 に あ り
， 球形 も しく は楕 円形 を呈 し ， 核

濃縮は見 られ な い
． 径約300 n Ill の 球形 な い し杵状の

ミ ト コ ン ド リ アが豊富 に 存在 し
，

そ の ク リ ス タは板状

を呈 し
，

基 質 は細顆粒状の 物質 に 富ん で い る ． 粗面小

胞体 は 良く発 達 し
， 細胞質全体に分布す るが

， 特に細胞

の 基 底側 に 多く
，

層板状 に何層も 重 な っ た像を示 す
．

滑 面小胞体 は少な い
． 非常に 発 達の 良 い

， 多数の G 仁1Igi

装置 が 存在す る
．

G ol gi 装置 は G ol gi 層板，
G ol gi 小

胞
，

G ol gi 胞 か らな り， 特に 核 の 周辺 部に 多く 見られ

る
．

G o l gi 層板の 凸側お よ び側面 に は粗面小 胞体との

間に 多数 の G ol gi 小胞が 存在 し
，

凹側 に は G ol gi 胞お

よ び分泌顆粒 が存在す る ． G ol gi 層板 は 凸側 に 比 し凹

側 の 方 が 内脛 が拡張 して い る
． 凹 側に は また

，
C O a t ed
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P h o t o 3 ． D e mi 1 u n e of th e a ci n u s o f th e b u c c a l gl a n d ．
A

，
A c ellニ B

，
B c ellこ1

，
1 u m e n o f th e a c in u s ニ

i
，
i n t e r c e11 ul a r s e c r e t o r y c a n a li c ul u s ． G A－O s O 4 fi x a ti o n

，
X 5

，
8 00 ．

v e sicl e s も多数見 られ る ． 細胞質内に は， その ほか に ，

ごく 少数 の
， 限 界 膜 で 包 ま れ た 径 4 0 0 へ 7 0 0 n m の

1y s o s o m e が見 られ る
．

1y s o s o m e の 内部の 物質は 層仮

構造を呈 す る こ と が ある ．

腺膳 に 面 す る 細胞遊 離面 に は長 さ 5 0 0 へ 8 5 0 n m の

ミ ク ロ ビリ
ー

を認 め るが
，
腺腔 内に 強く膨降 して い る

部分で は短 く ， 分 泌顆 粒が細胞遊離面ま で 充満 して い

る場合に はし ば しば こ れ を欠く
．

腺細胞 間 に は， 遊離 面直下 に 閉鎖帯と 接着滞が 見ら

れ， その 下
，

基 底面に 達す る まで の 間 に 数個 の デ ス モ

ゾ ー ム が 散在性 に 見 られ る ． 細胞の 基 底面に はと き と

し てわ ずか な基 底翻 入 が認 め られ る ． 基 底面 は基 底膜

で被わ れ て い る ．

多糖類と糖蛋 白 を電顕へ下に 証明 する メ セ ナ ミ ン 銀法

を施した試料で は
， 分泌 顆 粒の 内壁 に 強 い 鋲粒子 の 沈

着が 見 られ ， ま た顆粒 内に も疎な綿 糸状お よ び粗大顆

粒状の 沈着が見 ら れ るく写 真4 コ． 腺膵 の 中に も同様 の

狼粒子 の 沈 着が見 ら れ る
．

そ の 他， イ乳 核小 体，
リ ボ

ゾ ー ム
， 膠 原細線維に も非特異的な銀 粒子 の 沈着が 認

めら れ る
．

これ ら の 鍍 粒子の 特異 的な沈着が 起 こる 部

位は
， 光頗 に お け る P A S 反 応 陽性部位 に

一

致 す る
．

P h o t o 4 ． A くAl a n d B くBJ c ell s i n th e a c in u s o f th e

b u c c a l gl a n d ． A r r o w s i n d i c a t e t h e G ol gi

l a m ell a e ． S il v e r m e th e n a m i n e t e c h n iq u e
，

X 7
，
7 t川 ．

2 う B 細胞

B 細胞 は 限界膜 に 包 ま れ た径 250 へ 65 0 n m の 球形

の 電子密度大な分 泌顆粒 を持 つ く写真 3 1
．

分泌 顆粒の

数は A 細胞 に 比 較する と少な く
， 細胞質の 腺腔側 に分
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布し て い る
．

分 泌顆粒の 融合像は 見られ なし 1
． とき に

開口 分泌 像が認め られ る
． 分泌 顆 粒の 内部は均m 一 で

，

微細顆 粒状の 電子密度大な物質 で 充た され
， 個々 の 分

泌 顆粒 に よ っ て その 密度に 差 が 認め られ る ． 核 は基 底

部に あ り ， 球形 ま た は楕円 形 を呈 し ， 核濃縮は 見られ

な い
． ミ ト コ ン ドリ ア の 大き さ

，
分 布お よび ク リ ス タ

の 形状 は A 細胞の もの と 同様 で あ る ． 小 胞体や G ol gi

装置も その 形 や分布 は A 細胞 の も の と 同様 で ある
．

G o l gi 装置周 辺 に は c o a t e d v e si cl e s が 多数見ら れる
．

一 般 に
， G ol gi 層板 に近 接 して い る 分 泌顆粒 は比 較的

大き く て内容物の 電子密度が低 く， 離れ て 存在す るも

の は小さ く て 電子 密度 が高 い 傾 向が認 め られ る ．

細胞遊離面 に は長 さ 500
へ 6 50 n m の 短 い ミ ク ロ ビ

リ ー が 見られ る
． 隣接す る B 細胞 同士 の 間に は細胞間

分泌 小 菅が存在し
， 管腔 に 多数の ミ ク ロ ビ リ

ー

が 見ら

れ る
．

B 細胞 同士 の 間あ る い は A 細 胞と B 細胞 とが

接す る部分に は閉鎖帯， 接着帯お よ び デス モ ゾ ー ム が

見ら れる ． 基 底面は基底膜 で 被わ れ
，

と き に わ ずか な

基底翻 入 が認 めら れ る ．

メ セ ナ ミ ン銀法で は
， 分泌 顆粒は細顆粒状の 均

一

な

銀粒子 の 特異的な 沈着 を示 す く写真4 I ． G ol gi 装置 で

も，
G o l gi 層板 の う ち で 凹側 に 位置す る もの の 内膳 に

，

銀 粒子 の 沈 着が認 め ら れ る
．

こ の こ と は 分 泌 顆 粒が

G o l gi 装置 で 作られ る こ と を示 して い る ．

3 ン 筋上 皮細胞 と導管

筋上 皮細胞は
， 終末部の 基底側表面の お よ そ2 割 を

被 っ て い る ． 筋上 皮腫胞 は腺細胞の 基 底面 と 狭 い 所 で

は約 1 2 n m の 間隙 を持 っ て 接 し て い る
． 間隙が 広 い 部

分で は間に 基 底膜が 介在 する が， 腺細胞か ら細胞質突

起が 出た り ， 間隙がせ ば ま っ て く ると
， 基 底膜は 阻ま

れ て それ以 上 侵入 しな い
． 筋上 皮細胞の 組織腔に 面 す

る部分は基底膜に 被わ れ て い る ． 筋上 皮細胞 と腺細胞

の 間に は
，
まれ に デ ス モ ゾ ー ム や 緊密接着が見 られ る

．

筋上 皮細胞同士 が 接す る場 所 に は
，

緊密接 着お よ び

g a p
－j u n c ti o n 様構造が認 めら れ るく写 真5 J ． 筋上 皮細

胞の 核の 周 囲は筋形質に 富 むが
，

そ の 突起 は長軸方向

に走 る多数の 筋細線維に よ っ て 占め られ て い る ． 所々

に濃密体が 出現 す る
． 筋上皮細胞の 表面 に は

， 組織腔

に 画す る部分お よ び腺細胞 に 画す る 部分 を問わ ず
， 多

数の ピノ サ イ ト
ー シ ス 様の ノJ l 胞 ある い は小 筒が見 られ

る表層胞領域 と
，

電子 密度の 高 い 暗調領域が 交互 に 存

在す る ．

頼腺の 導管は
，

立 方 な い し柱状 の 細胞と基 底細胞の

二 種類の 細胞で 構成さ れ て い る ． 核上 部の 細胞質に は

滑面小胞 体が 多 く見 られ る
． 細胞遊離面 に は長 さ約

300 n m の 短 い ミ ク ロ ビ リ
ー

が 疎に 認 め られ る
． 基 底細

胞 は扁平 で
， 細胞質が少な く ， 細胞内小 器 官の 発達も

P h o t o 5 ． G a p
，j u n cti o n lik e s t r u c t u r e くa r r o 呵

o c c u r ri n g b e t w e e n t w o m y o e pith e li al c ell s 血 el ．

G A － O s O ． fi x a ti o n
，

X 4 2
，
00 0

．

悪 い
． 細胞質に は 張原細線維が 多数認 め られ る

． 導管

の 基底面 は終 末部か ら連続 す る 基底膜 で 被わ れて い

る
．

腺房 問に は少数の 線纏綿胞 と疎に 分 布す る膠原細線

推が 存在 す る ． 小動脈 は葉間導管の 周辺 に の み 見られ
，

す ぐ に毛 細血 管に 枝分 か れ す る
．

毛細血 管 は洞様に拡

張 し て お り
，
内皮細胞 は ピ ノ サ イ ト

ー シ ス小 胞に富み
，

有窓性 で
， 窓 に は 隔膜 を有す る

．

4 ． 頬腺 の 雌 盤差

な お マ ウ ス の 頬腺に お い て は
， 肉眼 で も， 光顕 で も，

電顕 で も雌雄 の 別 に よ る差 異 は認 め られ な か っ た
．

IIl ．
マ ウス の 頬腺の 神経 支 配

1 ． 正 常所 見

1 J 実体顕 微鏡所 見 なら び に 光顕 再 構 築所 見

マ ウ ス 頼 腺 に 直 接外部 か ら進入 す る 神経束とし て

は
， 腺の 内側下端 の 腺門部か ら導管 と共 に 腺内に 進入

す る神経束， 腺門部 より 少し外側よ り で 内側葉 と中間

実の 聞か ら動 脈 に 伴行 して 進入 す る 神経束，
お よび吻

側面 か ら 小動 脈に 伴行 し て進 入す る 1 へ 2 本の 小神経

束が ある ．
これ ら の 神経束の 由来 は図 1 に 示 す とお り

で ある
．

す な わ ち 2 方向に 由来 し， そ の 第 一

は， 上頚

神経節 くs c gう の 尾 側部 に 発 し ， 外頚 動脈 神経革 卜正

を経由 し， 顔面 動脈 に 沿 っ て 頬 腺 に 達す る神経束 けa 山

で あ る
． 第二 は

，
I
ご
顎 神経 の 枝で あ る頼神経 い油

か ら 分枝 し， 口 腔粘膜直下 を通 っ て 頬腺に 到る 2一
与 3

本の 神経 束 くbb nう か ら な る ． 下 顎 神経 に は 耳神経節

くo gう が付随 して い る ．
1

7

ウ ス の 耳神経節は 2 個山神

経節に 分 か れ て お り， 内頚動 脈 の 枝 で ある 賀しコ蓋動脈

が 蝶錐体裂 を通 る直前の 部分の 動脈壁 に 沿 っ て 存在す

る ． 耳神経節 は小 錐体神経く1p llう か ら線維 を受け， 耳

介側頭神経 くa tIll と頬 神経 仕血 に 小枝 を送 る 愕 真

6 う． 頼神経 抽11プ は岨 囁筋 へ の 運 動枝 くm nう と 共に

外側翼 突筋を貫 き
，

上 顎 の 第3 大 臼 歯の す ぐ尾側で 口
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蛙粘膜下 に 出 て
， 直ち に 2 へ 3 本に 枝分か れ する く図

11 ．

頬腺 の 導管 に 沿 っ て 腺内に 進入 す る神経束は 2 へ 3

本，
動 脈 に伴行し て 進入 す る神経束は 1 へ 2 本存在し，

それぞれ 多数の 細しユ無髄神経線推 と
，

1 旬 3 本の 小径

有髄神経線維 を含む
．

ニ の 有髄線推 は腺内に 進入後 ま

Ph o t o 6 ． H o ri z o n t al s e c ti o n of th e b a s a l p a r t of a

m o u s e s k u ll ， A n e r v e b u n dl e くa r r o w l i s s e e n

O ri gi n a ti11 g f r o m t h e o ti c g a n gli o n くo gl t o j o i n th e

b u c c al n e rv e ． 1 p ．
1 a t e r a l p t e r y g oi d m u s cl e こ r p ，

I
－

a m t lS O f th e p t e r y g o p al a ti n e a rt e r y i Sb ， S p h e n
－

Oid b o n e ニ S g ，
S e m il u n a r g a n gli o n

．
H e m a t o

－

X yli n
．

e o si n s t a i n l n g ，
X 4 8 ．

4 21

も なく， 導管の 周 囲 で 髄鞘を 失う
．
無髄線推は腺 内に

進入 し て
， 腺房間の 問質結合組織内で 繊細 な腺房 間神

経網を
，

ま た動脈壁の 周 囲 に 動脈壁 神経網 を形成 する

く写真7 う． なお
，
腺内に 進入 する 動脈 は小 さく

，
す ぐ

に 毛細血 管に 移行す るた め ， 動脈壁神経網はノJ l 領域に

しか 見 られ な い
． 無髄線推軸索は

，
こ れら の 神経網の

Ph o t o 7 ． H il u s r e gi o n o f th e b u c c a l gl a n d ．

A r r o w s i n di c a t e n e r v e b u n d l e s e n t e ri n g th e gl a n d

t o f o r m p e ri a ci n o u s
， p e ri a rt e ri al a n d i n t r a －

a ci n o u s n e rv e pl e x u s e s ． P h o t o g r a p h i c sil v e r

S t ai n l n g ，
X 4 80 ．

F i g ． 1 － D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n くv e n t r o －1 a t e r al vi e w l o f th e n e r v e b r a n ch e s s u p pli e d t o

th e l eft b u c c al gl a n d ． S y m b o I s こ a t n
，

a u ri c ul o t e m p o r al n e r v e ニ b b n
，
b r a n c h o f th e b u c c al

n e r v e こ b c ， C e n t r a1 l o b e of th e b u c c al gl a n d i b d
，
b u c c al d u c t ニb い a t e r al l o b e o f th e b u c c al

gl a n d ニ b m
，

m e d i a l l o b e o f th e b u c c al gl a n d こb n
，
b u c c a l n e r v e i e C

，
e X t e r n a l c a r o tid

pl e x u s J a n ． n e rv e b u n d l e s a c c o m p a n y l n g th e f a c i al a r t e r y i g g ， gl o s s o p h a r y n g e al

g a n gli o n ニ i a n
，
i nf e ri o r al v e o l a r n e r v e ニ 1 n

，
1i n g u al n e r v e ニ I p n

，
l e s s e r p e t r o s a l n e rv e こ m n

，

m a s ti c a t o r n e r v e ニ O g ，
O ti c g a n gli o n i p d ， p a r O tid d u c t ニ S C g ，

S u p e ri o r c e r v i c al g a n gli o n こ

S g ，
S e mi 1 u n a r g a n gli o n ．



4 2 2

中を走る際
，

と こ ろ どこ ろ で感状 の 慶大を示 す
． 腺房

間神経 網か ら細 い 軸索が腺房 壁 の 外面お よ び腺房細胞

間に 伸び て
， 腺房内神経網 を形 成す る

． 腺房 内神経網

の 無髄 線維軸索も， そ の 走行の 所々 で 癌状の 腫大 を示

す
．

頬腺の 吻 側面か ら小 動脈 と共 に 腺内に 進入 す る神経

束は少数の 無髄線椎か ら な り ， 頼腺内の 各神経網 に加

わ る
．

2 う 組織化学的方法 に よ る 所 見

カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光検 出法 に よ り マ ウス の 頬腺 を

検 す ると
， 腺房間神経網， 動脈壁 神経網の 両者 に カ テ

コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性線維 が認 め られ るく写 真8 1 ． カ

P h o t o 8
． C a t e c h ol e a rn i n e fl u o r e s c e n c e t e st in a

n o r m all y i n n e r v a t e d b u c c al gl a n d ． D e n s e

Pl e x u s e s of th in n e r v e b u n d l e s w ith m a n y

v a ri c o siti e s a r e s e e n a r o u n d th e a c in i a n d th e

a r t e ry ．
F G S m e th o d

，
X 4 8 0 ．

P h o t o 9 ． A c e t yl c h o li n e st e r a s e a c ti v it y t e st i n a

n o r m a ll y i n n e r v a t e d b u c c a l gl a n d ． A c ti vit y－

p o siti v e t hi n n e rv e b u n d l e s s t a in e d b l a c k a r e

o b s e rv e d a r o u n d a n d w ithi n th e a ci n i a n d a r o u n d

th e a r t e r y ． R u b e a n i c a c id －

e n h a n c e m e n t

m e th o d
，

X 4 80 ．

テ コ
ー

ル ア ミ ン螢光陽性線維は所 々 で 痛状 の 脛大を示

し，
こ の 脛 大 部に お い て は螢光が特 に 強く認 められる ．

こ れ らの 膚状 腰大 は
， そ の 構造的特徴か ら

， 写真銀法

で 認 め ら れ た 無髄 線維の 癌状腫 大 に 相 当す る
． S ch ．

W a n n 細胞は カ テ コ
ー

ル ア ミ ン 螢光 を示 さ な い
．

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出法に よる と
，

腺房 間神経 軌 動脈壁神経 乳 腺房 内神経網の 軸索終

末に 活性が 認 め られ るく写真9 う．
こ れ らの ア セ チ ル コ

リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維は 所 々 で 癌状の 腫大を

示 し， そ の 脛 大部 に 強 い 活性が 認め られ る
．

こ れらの

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の 瘡状脛大

も
， 写真銀法 に よ る無髄線維の 感状腫 大 に 相当する

．

S c h w a n n 細胞 に は ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ の活

性 は認 め られ な い
．

カ テ コ
ー

ル ア ミ ン蛍光陽性線経と
，

ア セ チ ル コ リン

エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の 密度 を比較 する と
， 後者

の 方 が 前者よ り大で あ っ た
．

3 1 電顕 所 見

頬腺管な ら び に 動脈 に 伴行し て 腺内に 進 入 する神経

束は薄 い 神経周膜で 包 まれ て い る ． 神経束 は3 ノ ー 5 本

存在 し， それ ぞれ 5 へ 4 0 本の 無髄軸索 を含 むが
，

これ

に 加 え て
， 軸索の 直径約 1 ． 4 ノノ町 髄鞘 の 厚さ 約tI ．2

声 m の 小 径有髄線維 を 1 へ 3 本含ん で い る 神経束もあ

るく写真 1 0 L 腺内 に 進入 後， 神経束は 単層の 神経周膜

細胞 の 薄膜の み に 包ま れ るよ う に なる
． 間もなく周膜

細胞 も消失 し， 神経束は頬腺の 腺 房 間 結合組織の 組織

腔に 開口 す る く写真 1 い ．
S c h w a n n 細胞に 包まれ た

ま 神経束 を出た神経線維 は腺房 間神経網 を形 成する
．

腺房 間神経 網は神経 周膜 を欠 く細し ユ無髄 神経線維束

か ら な り
，

1
J

，b 14 本の 無髄軸索が S c h w a n n 細胞に包

まれ て い る ． 軸索は腺房 間を走る際所々 で 腫 大し， そ

P h o t o l O ． C r o s s s e c ti o n o f a n e r v e b u n dl e p r o c e e d ，

i n g t o th e b u c c al gl a n d ． T w o s m al トm y eli n a te 亡1

a n d m a n y u n m y eli n a t e d fib e r s a r e s e e n ． G A－

O s O 4 fi x a ti o n
，

X 4
，
8 00

．
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の脛大 部で はS c h w a n n 鞄 を
一

部欠き
， 組織腔に 露 出

して い る ． 軸索腰 大部 は その 内部に 多数の シ ナ プ ス 小

胆と ミ トコ ン ド リア を含み
， 腺房 の 腺細胞ま た は筋上

皮細胞の 基 底面と 0 ． 1 旬 1 ■0 声 m の 隔 た り を も っ て 対

面して い る
．
S ch w a n n 細胞お よ び露 出し て い る軸索脛

大部の 表面 は基底膜に 被 われ
，
長軸に 平 行 に 走る微細

Ph o t o l l ． L o n gi t u d i n al s e c ti o n o f a n e r v e b u n d l e

i n th e h il u s r e g l O n Of th e b u c c a l gl a n d ． A
．

1

t e r m i n al r e gi o n of th e p e ri n e u ri u m くp n l w h e r e th e

n e rv e fib e r s a r e e x p o s e d t o th e ti s s u e sp a c e i s

s e e n ． D i c h r o m a t e fix a ti o n
，

X 5
，
8 0 0 ．

な膠原 細線維が存在す るく写真 121 ．
この よう な軸索腰

大 部は神経終末の
一 種で あ り

， J a b o n e r o
2 封

が 光頗 所見

か ら仮説 と して 提案し
， そ の 後 H o nji n ら

24I
が電頚 検

索に 基 づ い て
，

消化管の 平 滑筋の 神経 に お い て シ ナ プ

ス 小胞の 存在 を確認 して ， そ の 存在を実証 した遠距離

シ ナプ ス くdi st a n t s y n a p s e
， Pl e x if o r m e S y n a p s e a uf

D i s t a n zう に 相当す る ． 遠距離 シ ナ プ ス は 無髄軸 索が

所々 で 腫 大し て シ ナ プス を形成 する もの で
，

こ の 観点

か らすれ ばい わ ゆ る通過シ ナプ ス 亡e n p a s s a n t s y n
－

a p s e l に 属す る
． 遠距離シ ナプ ス に お い て は， 軸索塵

大部の 細胞膜 と それ に 対面 す る腺細胞ま た は筋上 皮細

胞の 細胞膜 に 特殊 な 分 化し た構造 は見 られ な い く図

2 う．

動脈壁神経網 は
， 外膜中に 分布す る無髄線維束 か ら

なる ． こ の 無髄線維束 は
， 腺房 間神経網の 場 合と同様

の 微構造特徴を示 す ． 動脈 壁 神経網に お け る軸索腰 大

部は
， 中膜の 平滑 筋細胞と 0 ． 1 旬 1 ．0 声 m の 隔 た り を

も っ て 対面 して お り
，

す べ て 遠距離 シ ナプ ス に 属する

く写真 13う．

腺房 内神経網で は
，軸索は腺房 間神経網か ら分 か れ

，

P h o t o 1 2 ． D i s t a n t s y n a p s e i n th e p e ri a ci n o u s n e r v e pl e x u s of a n o r m ally i n n e r v a t e d b u c c al gl a n d ．

T y p e I 仁り a n d T y p e II りり a x o n a l e x p a n si o n s a r e s e e n ． T y p e I c o n t ai n s m a n y s m a ll g r a n ul a r

S y n a pti c v e si cl e s
，

W h il e T y p e II c o n t ai n s m a n y a g r a n ul a r s y n a p ti c v e si c l e s ． a c
，

a Ci n a r c e llニ C
，

C a Pill a ry 三 m e
，

m y O e Pith eli al c ell ． D i ch r o m a t e fi x a ti o n
，

X 20
，
0 0 O ．
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Ph o t o 1 3 ． Di st a n t s y n a p s e i n th e p e ri a rt e ri al n e r v e pl e x u s o f a n o r m all y i n n e rv a t e d b u c c a l gl a n d ．

T y p e I 仁り a n d T y p e II りり a x o n a l e x p a n si o n s a r e s e e n ． T y p e I c o n t a i n s m a n y s m all g r a n ul a r

s y n a p ti c v e si cl e s a n d s e v e r al l a r g e g r a n ul a r a n d a g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s
，

W h il e T y p e II

c o n ta i n s m a n y a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s － S m ， S m O O th m u s c l e c ell of th e a r t e r y ■ D i c h r o m a te

fi x a ti o n
，

X 2 0
，
0 00 ．

－

t s

Fi g ． 2 ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n o f th e d i st a n t

S y n a p S e S i n th e p e ri a ci n o u s a n d p e ri a r t e ri a l n e r v e

pl e x u s e s of th e b u c c a l gl a n d ． T h e u n m y eli n a t e d

a x o n s h a v e n u m e r o u s e x p a n si o n s w h i ch c o n t ai n

m a n y s y n a pti c v e si cl e s a n d l a c k a S c h w a n n c ell

くSI sh e a th o n th e sid e f a ci n g th e ti s s u e s p a c e くt sI ．

T h e e x p a n si o n s c a n b e di v id e d i n t o t w o ty p e s ニ

T y p e I t I J ，
th o s e h a vi n g m a n y s m all g r a n ul a r

S y n a Pti c v e si cl e s a n d a f e w a g r a n u l a r o r l a r g e

g r a n u l a r s y n a p ti c v e si cl e s 三 a n d T y p e II くI り，

th o s e h a vi n g m a n y a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s

a n d
，

S O m eti m e s
，

a f e w l a r g e g r a n u l a r s y n a ptl C

V e Si cl e s ．

S c h w a n n 細胞の 被鞠 を脱 し， 腺細胞 の 基 底イ則の 細胞月莫

と それ を被う基底膜 との 間， 腺細胞 と筋上 皮細胞と の

間， 隣り合 っ た腺細胞同士 の 間 を走る ． それ ら の 軸索

は その 走行の 所 々 で 感状腫 大部 を形成し， そ の 内郡に

は多数の シ ナ プ ス 小胞と ミ ト コ ン ドリ ア を含む ． 軸索

脛 大部の 細胞膜と 腺細胞あ る い は筋上皮細胞の 細胞膜

は
， 約2 0 n m の 細隙を隔て て 密接 して い る

．

い ず れの

例 の 細胞膜 に も， 肥厚 その 他の 特別 な構造分 化は認め

Ph o t o 1 4 ． C o n t a c t s y n a p s e i n th e i n t r a
．

a ci n o u s

n e rv e pl e x u s o f a n o r m a ll y i n n e r v a t e d b u c c al

gl a n d ． T h e a x o n a l e x p a n si o n c o n t a i n s m a ny

a g r a n u l a r s y n a pti c v e si cl e s ． I t o c c u r s b et w e e n

th e a ci n a r c e11 くa cl a n d th e m y o e pit h eli al c ell

くm eJ ． A mi t o c h o n d ri o n li e s p a r a 11 e l w ith th e

a ci n a r c e11 m e m b r a n e a t th e c o n t a c t a r e a ．

D i c h r o m a t e fi x a ti o n
，

X 20
，
0 0 0 ．

ら れ な い が
， 腺細胞 の 細胞膜下 に 1 旬 2 個 の ミ トコ ン

ドリ アが 密接 して い る像が しば し ば認 め られ る く写真

1 4
，

1 5
，

16l ．
この 種 の 神経終 末は R i c h a r d s o n

2 5 1 に よ

っ て 精管 の 平 滑筋で 見 出さ れ た い わ ゆ る密接 シ ナプス

くc o n t a c t sy n a p s el に相当す る
．

電 顕下 に 見 出さ れ る上 記の 遠距離 シ ナ プ ス あるし1 は

密接 シ ナプ ス を形成す る軸索腫 大 部は ， 光顕 下 に ， 写

真銀法，
カ テ コ

ー ル ア ミ ン 螢光法，
お よ び アセ チル コ

リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ活性検出法 に よ っ て 示 され た神経瀾

継の 癒状腫 大に 相当す る ．
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腺房間神経網， 動 脈壁 神経網，
腺 房 内神経網 の 軸索

膵大部は ，上 述の よう に 多数の シ ナ プス 小 胞 を含むが
，

ニ れら の シ ナ プ ス小 胞 は R i c h a r d s o n
2 5， お よ び H o nji n

ら
21 切 分頬に 従 っ て

， 小 額粒性小胞
，
大領 粒性小 胞お よ

び無頼粒性小胞の 3 種 に 区分さ れ る
． 小顆 粒性小胞 は

径約50 1－m で ， 内部に 1 個 の 電子密度大 な顆 粒 を有す

る ． 大額粒性小胞 は径約 10 0 1－ m で
， 内部 に 大き な額粒

を 1 個有する
．
無顆 粒性 小胞は径約 5 0 n n － で

，
顆 粒を

含まな い
． 頬腺の 神経終末は Y a m a sh it a ら

26－2 7
切 分 類

に従い
， 内部に 含ま れ る シ ナプ ス 小胞 の 種類 に よ りI

型と工I 型 に 分類され る
．

ト型 は常 に 小顆 粒性小胞 を含

み
，

その ほか とき と して 少数の 無顆粒性 小胞や 大帝 拉

Ph o t o 15 ． C o n t a ct s y n a p s e i n th e i n t r a
－

a Ci n o u s

n e r v e pl e x u s o f a n o r m a 11y i n n e rv a t ed b u c c al

gl a n d ． T h e a x o n a l e x p a ll Si o n c o n t ai n s m a n y

a g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s ．
I t o c c u r s b et w e e n

th e b a s e o f a n a ci n a r c e11 くa cl a n d it s b a s e m e n t

m e m b r a n e くb J ． M it o c h o n d ri a li e p a r a ll el t o th e

a ci n a r c ell m e m b r a n e a t th e c o n t a c t a r e a ，

D is t a n t s y n a p s e s i n t h e p e ri a ci n o u s n e r v e pl e x u s

h a vi n g T y p e I しり a n d T y p e II り封 e x p a n si o n s

a r e s e e n i n th e l o w e r l ef t c o r n e r o f th e p h o t o ．

T h e f e n e s tr a t e d c a pill a r y くcJ i s s e e n i n th e l o w e r

m g h t c o r n e r ． D i c h r o m a t e fi x a ti o n ，
X 2 0

，
00 O ．

性 小 胞を も含む
．

H 型 は 多数の 無顆粒性小胞 を含み ，

とき に 少数の 大顆粒性小 胞を含むが
，

小 額粒性小 胞 は

含ま な い
． 腺房 間と動 脈壁 の 神経網 に は， 遠距離 シ ナ

プス の 形 の 工型 終末と H 型終末とが 共 に 見出さ れ る
．

注目す べ き こ と は ， 末梢部の 細 い 神経束に お い て ト型

終末とII 型 終末と が
，

しば し ば同 一 の S c h w a n n 細胞

に 支持され ， 相並 ん で 存在し て い る こ とで ある
．

こ れ

に 反 し
， 腺房 内の 密接 シ ナ プ ス は す べ て 廿型 に 属し，

工 型終末の 形 の 密接 シ ナ プ ス は認 めら れな い
．

腺房 内神経網 に お け る神経終末の 存在部位 と し て

は
，
中泉2 8I

の 涙腺の 知 見 に類似し
， 次 の 4 種が見出され

た ．
すな わ ち

， 第1 は
，
腺細胞基底部の 細胞膜 の 陥凹

部と筋上 皮細胞と の 間に 存在する も のく写真 14コ， 第2

は， 腺細胞基 底部の 基 底膜の 内側で 腺細胞の 陥凹 の 中

に 存在す る もの く写真 1 引， 第3 は
， 腺房内の 隣接す る

2 個の 腺細胞間 に存在す るも のく写 真161
， 第4 は

， 隣

接す る 2 偶の 腺細胞 と筋上 皮細胞の 三者の 間に 存在す

るも の く写 真 17う で ある
． 第3 に あ げた神経終末は

，

腺細胞側壁 の 基 底端 か ら腺腔 に画す る遊離端ま での 間

P h o t o 1 6 ． C o n t a ct s y n a p s e i n th e i n t r a ． a c i n o u s

n e r v e pl e x u s o f a n o r m all y i n n e r v a t e d b u c c al

g l a n d ． T h e a x o n a l e x p a n si o n c o n t ai n s m a n y

a g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s ． I t o c c t lr S b e t w e e n

t w o a dj a c e n t a ci n a r c ell s くa cl ．
D i c h r o m a t e

fi x a ti o n
，

X 2 0
，
0 0 0 ．
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の 種々 の 位置に 認 められ る が
， 軸索が 腺腔 に 露出す る

こ とは な い く図3 つ．

腺房間神経網 で は， 検索 した 1 5 8 例の 軸索腰 大部の

う ち 41 例が 工型 に
，

1 17 例が H 型 に 属 した ． ま た ， 動

脈壁神経網 に お い て は
， 軸索腫 大部 73 例中の 4 4 例が

ト型 に
，
2 9 例が H 型 に属 した ．

一 方
， 腺房 内神経網 に

お い て は
， 軸索贋 大 部58 例の す べ て の も の が H 型 に 属

し， 工型 に 属す るも の は見出さ れ な か っ た
．

電顕 の つ な ぎ写真 で 頬腺 の 実質約 1 X l O
4

メ m
2
を検

した と こ ろ
， 腺房問神経網 に お い て は遠距離 シ ナ プ ス

Ph o t o 17 ． C o n t a c t s y n a p s e i n th e i n t r a－a Ci n o u s

n e rv e pl e x u s o f a n o r m a ll y i n n e r v a t e d b u c c al

gl a n d ．
T h e a x o n al e x p a n si o n c o n t ai n s n u m e

．

r o u s a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s a n d s e v e r a1

1 a r g e g r a n ul a r s y n a p ti c v e si cl e s ． I t o c c u r s a dj a
－

C e n t t O th e a c in a r c ell sくa cJ a n d th e m y o e pit h eli al

C ell くm eJ ． G A － O s O 4 fi x ati o n
，

X 2 0
，
0 0 0 ．

が 3 4 例見 出さ れ
， その う ち 3 例が ト型 に

，
3 1 例が工場

に 属 した ． 動脈 は見出さ れず，
毛 細血 管は 3 本見られ

た ■ 腺房内神経網 に お い て は
，
密接 シ ナ プス が 26 例見

出さ れ
， す べ て の も の が工1 型 に属 した ．

2 ．
マ ウ ス 頬腺 に 分布 す る 神経終末の 各種 神経切断

後の 変 化

1 I 上 頸神経節切 除後 の 変化

カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法に よ ると
， 腺房間，

お

よ び動脈壁神経網 に お け る カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光は

，

術後 24 時間以後完全 に 消失 した く写真 18う． この 所見

は
，

上 記神経網 に カ テ コ ー ル ア ミ ン を含む い わ ゆるア

ド レ ナ リ ン作 動性線維が 多数分布 し， それ らが すべ て

上頸 神経節 に 由来す る こ と を示 して い る
．

上 頸神経節切 除後 24 時間か ら 7 日 に わ た っ て ア セ

チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性 を検 し たが
，
腺内の諸神

経網 が示 す 活性に 変化は 認め られ な か っ た ．

P h o t o 1 8 ． C a t e c h o l a m i n e fl u o r e s c e n c e t e st i n a

d e n e rv a t e d b u c c al gl a n d ，
2 4 h r af t e r s u p e ri o r

C e rv i c a l g a n gli o n e c t o m y ． T h e c a t e ch ol a m i n e

fl u o r e s c e n c e c o m pl e t el y d i s a p p e a r s ． L y s o s o m e s

i n th e gl a n d ul a r c e11 s sh o w a w e a k y ell o w

fl u o r e s c e n c e
，
b u t n o t th e b ri g h t g r e e n c a te c h oト

a rn i n e fl u o r e s c e n c e ． F G S m e th o d ，
X 48 0 ．

F i g ． 3 ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n s of th e c o n t a c t s y n a p s e s i n th e i n t r aT a C i n o u s n e r v e

pl e x u s o f th e b u c c a l gl a n d ． T h e a x o n a l e x p a n si o n s c o n t a i n m a n y a g r a n u l a r s y n a p ti c

V e Si cl e s a n d a f e w l a r g e g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s ． A
，
a C O n t a C t S y n a p S e l o c a t e d b e t w e e n

th e m y o e pit h eli al c ellくm eンa n d th e a c in a r c e11 くa cl ニ B
，

a C O n t a Ct S y n a p S e l o c a t e d b e t w e e n

th e b a s e o f th e a ci n a r c ell くa cンa n d it s b a s e m e n t m e m b r a n e くbl i C
，

a C O n t a C t S y n a p S e

l o c a t e d b e t w e e n t w o a dj a c e n t a c in a r c ell s くa c h D ， a C O n t a Ct S y n a P S e a dj a c e n t t o t w o

a c i n a r c ell s くa cl a n d th e m y o e p ith eli al c e11 くm el ．
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P h ot o 1 9 ． D e g e n e r a ti n g a x o n s くdl a n d s u r vi vi n g T y p e II a x o n al e x p a n si o n s u Il in th e p e ri a ci n o 。S

n e rv e pl e x u s of a d e n e rv a t e d b u c c a l gl a n d
，
2 4 h r af t e r s u p e ri o r c e r vi c al g a n gli o n e c t o m y ． a c

，

a ci n a r c e11 ． D i c h r o m a t e fi x a ti o n
，

X 20
，
0 0 0 ．

P h o t o 20 ． D e g e n e r a ti n g a x o n くdl a n d s u r v i v i n g

T y p e II a x o n a l e x p a n si o n くIりi n th e p e ri a rt e ri al

n e r v e pl e x u s o f a d e n e r v a t e d b u c c a l gl a n d
，
2 4 h r

afte r s u p e ri o r c e r v ic al g a n gli o n e c t o m y ． s m
，

S m O O th m u s cl e c ell o f th e a r t e r y ． D i ch r o m a t e

fi x a ti o n
，

X 2 0
，
0 0 0 ．

電顕検索 に お い て は
， 術後2 4 時間で

， 導管な らび に

動脈に 伴行 して 腺体に 進入 す る神経束内の 多数の 無髄

軸索が暗調化ま たは明 調化変性2 8，に 陥 っ た
．

しか し な

お多数の 正 常な軸索が残存し て お り， ま た ， 有髄線椎

にも変性像は認 められ な か っ た
． 腺房間な ら びに 動脈

壁の 神経網 内の 多数の 軸 索お よ び終末も術後 24 時間

では二 次変性 に 陥 っ て い る
．

しか し1I 型 の 終末は健全

に残存して い た
． 術後24 時間お よ び2 日の 両者に お い

て
， 神経網 を構成 する 小神経束中に

， やや 腰 大し た同
叫

の S c h w a n n 細胞内に 正 常な H 型神経終末 と変性 に

陥っ た軸索な い し終末とが 同時に 存在 する 所見 が しば

しば認 め ら れ た く写真 1 9
，
2 01

． 腺房 内神経網 に お け

Ph o t o 2 1
， C a t e ch ol a mi n e fl u o r e s c e n c e t e s t i n a

d e n e rv a t e d b u c c al gl a n d
，
2 4 h r af t e r e x te r n al

C a r O ti d n e u r e ct o m y ． A l m o st a ll th e c a t e c h ol －

a mi n e fl u o r e s c e n t fi b e r s di s a p p e a r
，
b u t a f e w

r e m ai n ． F G S m eth o d
，

X 48 0 ．

る 終末 に関 して は
， 術後 24 時間か ら 7 日 の 間に 変性 は

認め られ なか っ た
．

こ れら の こ と は
， 上 頸神経節を切

除する こ と に よ り ， 腺内の す べ て の I 型 終末が 二 次変

性 に 陥る こ と を示 して い る
． す なわ ち ， 頬腺 に 分布 す

る無髄 神経線推の う ち
，

I 型 終末を形成す るも の が上

頸神経節 に 由来す る こ とを示 して い る ．

2 1 交感神経系 の 神経 支配 の 検 索 の た め の 諸実験後

の 変 化

り 内頸動 脈神経 毒切 除 後 の 変化

内頚動脈神経葦 を切 除する と
，

カ テ コ ー

ル アミ ン 螢

光陽性線維 は正常 の 分 布に 比 してや や密度が低い が
，

な お か な りの 密度 で 分布 して い た
．

i り 外頚 動 脈神経 毒切 除後の 変 化

外頸動脈神経叢 を切 除す る と
， 螢光陽性線椎の 密度

は 正常な ら びに 内頸 動脈神経革切 除後の も の と比 し格
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段 に 低 い が ， なお少数の 螢光陽性線継 が残存 して い た

く写真 211 ．

iiiう 顔面 動脈 に伴行 す る神経束切 断 彼の 変化

顔面動脈は外頚動脈の 最も大 き い 枝 で
， 鼓室の 腹外

側で 外頸 動脈か ら分か れ
，

下 顎骨 の下線に 沿 っ て吻側

に 走り ， 唆筋付着の 前縁で 下顎骨 の 下 線 を上 方に 曲が

り ，
口 角の 外側を経て

， 尾 側 に位置 す る頬腺に 枝 を出

したの ち 内眼 角に 達す る ． 顔面動脈と その 伴行神経束

を切 断す る と ， 頼腺内の カ テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性線

推は ほと ん どす べ て消失す る が
，

ごく
一

部 に な お 陽性

線維が残存 して い た く写真 221
．

i v l 浅側 頭動脈 に伴 行 す る 神経乗切 断後 の 変化

浅側頭動脈は外頸動脈 の 終枝の
一

つ で
， 唆筋表面を

吻側に向か っ て走り， 顔面横動脈と な り ， 口 角付近 に ま

で 到る ． こ の 動脈 と伴行神経束 を切 断して も ， 頬腺内

の カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光 陽性線推 は正 常と 変 わ り な

か っ た
．

v う 内頸 動脈 神経叢お よ び顔面 動脈に 伴行す る神経

束の 同 時切 断後 の 変 化

頬腺内の カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線碓 は完全に 消

失した ．

vil 外頸 動脈神経叢お よ び翼口 蓋神経節の 同時切 除

後の 変化

頼腺内に は ごく 少数の カ テ コ ー ル ア ミ ン 蛍光陽性線

維が残存 して い る の が 見ら れ
，

その 分布密度は 外頸動

脈神経葦 を切 除した後の そ れ に 匹敵す る ．

以 上 の 実験結果は
， 交感神経 系の 線維はす べ て 上 頸

神経節に 由来し
，

そ の 後大部分の 線維が 外頸動脈神経

叢 を経由し
，

顔面動脈 に 伴行 して頼腺 に 到る こ とを示

して い る ．

一 部の 線維は 内頸 動脈神経叢 を経 由する が
，

翼口 蓋神経節 を経由す る線継が 存在 し な い こ と を示 し

て い る ．

P h o t o 2 2 ． C a t e ch ol a m i n e fl u o r e s c e n c e t e st i n a

d e n e rv a t e d b u c c al gl a n d
，
2 4 h r a ft e r s e c ti o n of

n e r v e b u n d l e s a c c o m p a ni ed w i th th e f a ci al

a rt e r y ． A l m o st a ll th e c at e ch ol a m i n e fl u o r e
．

s c e n t fib e r s d i s a p p e a r
，
b u t a f e w r e m ai n ．

F G S

m e th o d
，

X 4 8 0 ．

3 う 下 顎 神経切 断後の 変化

カ テ コ ー ル ア ミ ン質光検出法 で は
， 術後 7 日に お い

て も頬腺内に 分布す る螢光陽性線椎に 変化 は認められ

な か っ た ．

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法に よると
，

術後 2 日に お い て
，

腺房 間， 動脈壁お よ び腺房内の諸

神経網 内の ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線捷

は す べ て 消失 したく写真23う．

こ の 実験結果は
， 頬腺に

分布 す る コ リ ン作動性神経 が す べ て下顎 神経を経由し

て 腺に 到る こ とを示 して い る
．

電顕観察 に お い て は
， 腺内に 進入 す る神経束中の有

髄神経軸索お よび
一 部の 無髄線推軸索に 変性を認めた

く写真 241 ． 腺房問お よ び動脈壁 神経 網の 一 部の 無髄

禦

P h o t o 2 3 ． A c e t yl c h o li n e st e r a s e a c ti v it y t e st i n a

d e n e rv a t e d b u c c al gl a n d
，
2 d a y s a ft e r m a n d ib ul ar

n e u r e c t o m y ． N o t e th e c o m pl et e di s a p p e a r a n c e

O f a c e tyl c h oli n e st e r a s e a c ti v it y ． R u b e a ni c a cid －

e n h a n c e m e n t m e th o d
，

X 4 8 0 ．

P h o t o 24 ． C r o s s s e c ti o n o f a n e r v e b u n d l e p r o c e ed ，

i n g t o th e b u c c al gl a n d
，
2 4 h r a ft e r m a n dib ul ar

n e u r e c t o m y ． D e g e n e r a ti n g くdl a n d n o r m al

u n m y eli n a t e d a x o n s a r e s e e n － Di ch r o m a t e fi x
．

a ti o n
，

X 7
，
70 0 ．
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神経軸索が
，
術後24 時 間に 二 次 変性像 を示 し く写真

25
，
2 61

，
術後7 日ま で に 変性消失す る

．

一

方 ， 腺房内

神経網の 軸索終末 はす べ て術後24 時間 に は 二 次変性

像を示 し 愕 真27つ， 術後 7 日ま で に 変性 消失す る
． 術

後24 時間か ら 7 日の 試料 に お い て
，
頼腺 内の 腺房問お

よび動脈壁神経網中に
，

二 次変性 に 陥る こ と なく正 常

な微構造 を保 っ て い る終末 はす べ て 王型に 属 し， 正常

な H 型終末は 全く見 出され な か っ た ．
こ の こ とは

， 下

顎神経の 切断に よ りH 型 神経終末が 二 次変性 に 陥る こ

と を示 し
， 頬腺 に 分 布する 無髄神経線継の う ち ， H 型

終末を形 成す る もの が下 顎 神経 を経由して腺 に 到る こ

とを示 して い る ．

P h o t o 2 5 ． D e g e n e r a ti n g a x o n s くdJ a n d s u r v i v i n g T y p e I a x o n al e x p a n si o n s りl in th e p e ri a c in o u s

n e rv e pl e x u s o f th e b u c c al gl a n d ， 2 4 h r a ft e r m a n d ib u l a r n e u r e c t o m y ． a c
，
a Ci n a r c ell 三 C

，
C a pi11 a r y ．

D i c h r o m a t e fi x a ti o n
，

X 2 0
，
0 00 ．

P h o t o 2 6 ． D e g e n e r a ti n g a x o n s くdl a n d s u r vi v i n g T y p e I a x o n al e x p a n si o n s りりi n th e p e ri a r t e ri al

n e rv e Pl e x u s o f a d e n e r v a t e d b u c c al gl a n d
，
2 4 h r af t e r m a n d ib u l a r n e u r e c t o m y ． s m

，
S m O O th

m u s cl e c e1l o f th e a rt e r y ． D i c h r o m a t e fi x a ti o n
，

X 2 0
，
0 0 0 ．
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4 I 下 顎 神経に 属 す る諸神経切 断後の 変 化

り 頬神経切 断 後の 変化

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー

ゼ 活性検出法に よ ると
，

頼腺の 腺房 間
， 動脈壁 お よ び腺房 内の 諸神経網 内の ア

セ チル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性陽性線維 は
， 術後2 日

で す べ て消失 し たく写真 2 鋸． 術後 2 4 時間の 電頗 検索

で は
， 下 顎 神経 を切 断し た後と 同様 の 変性所見 を示 し

た
．

iり 耳 介側頭 神経切 断後の 変化

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検 出法 に お い て

も
， 電顕検索に お い て も術後 2 日 ま で に な ん ら変化は

認 められ なか っ た
．

iiiう 青神経と下 歯槽神経切 断後 の 変化

アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ活性検 出法 に お い て

も， 電顕検索に お い て も術後2 日 ま で に な ん ら変化 は

認め られ な か っ た ．

P h o t o 2 7 ． D e g e n e r a ti n g a x o n くdl i n th e i n t r a
．

a ci n o u s n e rv e pl e x u s o f a d e n e r v a te d b u c c al

gl a n d
，
2 4 h r af t e r m a n d ib ul a r n e u r e c t o m y ． A

mi t o c h o n d ri o n li e s p a r all el t o th e a ci n a r c ell

m e m b r a n e a t th e c o n t a ct a r e a ． a c
，

a Ci n a r c ell ニ

m e
，

m y O e pith eli al c ell ． D i c h r o m a t e fi x a ti o n
，

X 2 0
，
00 0 ．

本

以上 の 結果 は ， 頬 腺に 分布す るII 型 神経終末を形成

す る神経線椎は
， 下顎神経の 枝の う ち で

， 頬神経を経

由 して 腺 に 到る こ と を示 し て い る
．

3 ． 上 頸 神経 節切 除 お よ び下顎 神経 切 断後 の 頬腺腺

房 の 変 化

上 郡中経節切 除後の 頼腺の 電頗 に よる検 索に お い て

は
， 術後 24 時間で は腺細胞の 粗面小 胞体に 内腰 の拡張

の 傾 向を見 る ほ か
， 著変は認 め ら れ な か っ た ． 術後2

日 に な ると ， 腺細胞の 基 底部 に脂 質滴 と思 われる限界

膜に 包ま れ た 顆粒 が 出現 し， 1 y s o s o m e や 多胞小 体の

増加 が見 ら れ た ． 術後 4 日 か ら 7 日 に お い て は
， 脂質

滴お よ び1 y s o s o m e は更に 増加 す る ． 細胞全体の 体積

お よ び分 泌 顆粒の 量 は
，

正 常 に比 し て 顕著 な差異は認

め ら れ なか っ たく写 真2 91 ． また
，
筋上 皮細胞や導管系

の 細胞 に はほ と ん ど変化 は認め ら れな か っ た
． 腺房問

の 問質 内の 遊離細胞の 増加や 血 管系の 変化はば とんど

認め られ なか っ た ．

下顎 神経切 断後 の 頬腺 を電顕 で 検索す る と
， 術後24

時間に お い て 腺細胞内 に 大 き な 1y s o s o m e の 出現が 認

め られ た ．
こ れ ら の I y s o s o m e は内部 に 電 子密度大な

物質と
，

分 泌顆粒や そ の 他の 細胞 内小 器 官の 変性産物

と 思 われ る 物質を含ん で い る ． 術後 2 日に なる と
， 腺

細胞で は1y s o s o m e が 増加 し， 細胞基 底部 に は脂質滴

と 思 わ れる 顆粒が 多数出現 した
．

G ol gi 装置と分泌顆

粒に は変形像と融合像が 多く 認め られ た ．

一

部に は
，

分 泌顆 粒 をほ と ん ど失 っ て 体積が著 しく 減少したり，

細胞 質の 大 部分が 変性に 陥 っ た細胞 も見 ら れた
． 腺房

間 で は好酸球や肥 満細胞 も見 ら れ た ． 導管系の 細胞に

も Iy s o s o m e が 多数認め ら れ た
． 術後 4 日か ら7 日を

経る と
， 多く の 腺細胞が体積 を著し く減 じ

， 高さが低

く な り
， 腺腱 が異常に 拡大 す る た め に

， 腺房が薄い 壁

を持 つ 嚢胞状 を呈 する像 が頻繁に 認 め られ た
． 腺細胞

に は 多数の 脂質滴 や1y s o s o m e が 見 ら れ ， ある い は大

き な 空胞 を持 つ も の も認 め られ た
．

しか しほと んどの

P h o t o 2 8
． A c et yl ch oli n e s t e r a s e a c ti vi ty t e st i n a

d e n e rv a t e d b u c c a l gl a n d ，
2 d a v s af t e r b u c c al

n e u r e c t o m y ． A c e tyl ch o li n e s t e r a s e a c ti v ity c o m－

pl e t el y d i s a p p e a r s ． R u b e a n i c a ci d－e n h a n c e m e Ilt

m e th o d
，

X 4 8 0 ．
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Ph o t o 2 9 ．
A ci n a r c ell s of a d e n e r v at ed b u c c a l

gl a n d
，
7 d a y s a ft e r s u p e ri o r c e r vi c al g a n gli o ．

n e ct o m y ． S e c r e t o r y g r a n u l e s s h o w a m a r k e d

f u si o n
，

W h il e th e r o u gh T S u rf a c e d e n d o pl a s m ic

r e ti c ul u m i n d i c a t e s a n e x p a n d e d a p p e a r a n c e ．

a c ． a ci n a r c ell ． D i c h r o m a t e fi x a ti o n
，

X 5 ，
0 00

．

P h o t o 3 0 ． A c in a r c ell s o f a d e n e r v a t e d b u c c al

gl a n d
，

7 d a y s a f t e r m a ll d ib ul a r n e u r e c t o m y ．

T h e a ci n a r c ell s sh o w a m a r k e d r e d u c ti o n i n si z e
，

W h il e th e s e c r e t o r y g r a n ul e s a r e m a r k e dl y r e d u c
－

e d i n n u m b e r ． a c
，

a Ci n a r c ellニ1
，
1 u m e n o f t h e

a c i n u sこ m e
，

m y O e pith eli a l c ell ． D i c h r o m a t e

fi x a ti o n
，

X 5
，
0 0 0 ．

4 3 1

腺細胞が少 量 で は あるが 正 常に 近 い 分泌 顆粒 を含ん で

い たく写真 30う． 筋上 皮細胞 に は顕 著な変化は見ら れ な

か っ た
． 導管系の 細胞に も ，l y s o s o m e の 増加以 外は顕

著な変化は認め ら れな か っ た ． 腺房 間に は
， 好醸球や

肥満細胞 の 増加 が 見ら れた
．

血 管系に はほ とん ど変化

は認 めら れ なか っ た ．

考 察

1 ．
マ ウス 横腹の 微構造と名 称

R ed m a n
l O l

は ラ ッ トに お い て
， 耳下 腺管の 開口 部付

近か ら胎生 16 日 に 発生 する腺塊を見つ け
，
光顕 を用 い

て解剖学的， 組織化学的お よ び発生学的検索を行な っ

た ． ラ ッ ト に お ける こ の 腺の 存在位置， 相対的な大き

さ お よ び解剖学的な構造 は
，
今回 の 著者の マ ウ ス に 関

す る知 見と ほぼ 一 致す る
．
R e d m a n

1 0 1 は
， 腺内の す べ て

の 腺細胞が P A S 反 応陽性 で
，
A B 染色に よ っ て染色さ

れ る顆 粒を持 つ こ とか ら，
こ の 腺を純粘液腺で あ ると

結論 した
．

しか し今回 の 著者の 所見で は
，

マ ウ ス の 頬

腺に は
，
P A S 反 応陽性で A B 染色で 染色され る分泌顆

粒を多量 に 持 つ A 細胞と，
P A S 反 応は 陽性 で あ る が

A 王ミ染 色で 染色さ れ な い 分 泌 顆粒を 少量 持 つ B 細 胞

の 2 種が存在す る こと が明 ら か とな っ た ． また電顕 検

索に お い て も，
A 細胞が電子密度の 低い 細顆粒状お よ

び細 糸状の 物質を 含む 多量 の 分泌顆粒 を密に 持 ち
，

B

細胞が 電子密度の 高い 均 一

な微細顆粒状物質を含 む少

量 の 分泌顆 粒 をま ばら に 持 つ こ とが明 ら か とな っ た ．

A 細胞，
B 細胞 と も に メ セ ナ ミ ン 銀 法 に よ る所 見は

P A S 反 応に よる所見 に
一 致す る ． A 細胞 は， 核は球形

で 細胞の 基底 に 押し つ け られ て い な い が
， 分泌顆粒の

特徴か ら粘液細胞で あ り
，

ま た B 細胞 は
，
球形の 核と

細胞間分泌小管 を持 ち， 分泌 頼粒 の 形態と A B 染色 に

よ っ て 染色され な い と い う 性質か ら
， 渠液細胞で あ る

と 言う こ と が で き る
．

A 細胞 と B 細胞 の 存 在比 は

12 こ 1 で
， 粘液細胞 で あ る A 細胞 の 方が 圧 倒的 に 多

い
．

し か し 少数 で は ある が
，

渠液細胞で あ る B 細胞が

半月 を形 成し て い る こ と が明 ら か と な っ た の で あ る か

ら
， 頬腺は 混 合腺 で ある と結論す る こ とが で き る

．
な

お A 細胞の 分泌 顆粒は
， p H l ，tI の A B 染色で 染色さ れ

る こ とか ら， 硫酸 基 を持 つ 酸 性ム コ 多糖類 を含む こ と

が明 らか と な っ た
．

一方導管系に 関 し て は
，

R e d m a n
l U l

は ラ ッ トの 頼腺

に 関して
， 短 い 介 在部， 線 条部お よ び導管か ら な り ，

導管の 上 皮は初め は単 層柱状上 皮で ある が葉間導管か

ら偽重 層柱状上 皮に なる と 記載 して い る ． さ ら に
， 頼

腺 管が 耳 下腺管 と 同じ く杯細 胞 を持 つ と 記 載 して い

る ．
マ ウス の 頬腺 で は

， 介在部お よ び線条部は存在せ

ず
， 導管も は と ん どの 場合， その 起始部か ら二 層の 立
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方また は柱状の 上 皮で埠ま り
， 耳下腺管 に合流 する ま

で 同様の 構造 を示 す こ とが 明ら か と な っ た
．

ま た
， 耳

下腺管も頬腺管も杯細胞 を有 しな い こと が判明 した ．

頬腺の 名称 に 関し て は ， R e d m a n
L D，

は頬壁 の 後方の

第3 大 臼歯 に 対す る位 置 に 存在 す る 3 つ の 粘液腺 を

p o st e ri o r b u c c al gl a n d s
， 耳下腺管 に 合流す る当腺を

a n t e ri o r b u c c al g al n d と呼 ん でい る
．

マ ウ ス で はす で

に 述 べ た よう に
， 第3 大 臼歯に 対 す る頼壁 内に 独立 し

た ごく小 さな粘液腺が 1 個存在す るが
，

こ の 腺は位置

的 に頬腺 とは か け離れ て 存在 し， 臼歯腺 と命名す べ き

も の で あ る ． 類壁内に は他 に ま ぎらわ しい 腺 は存在 し

ない か ら
， 今回検索を行な っ た腺 を頬腺 と命名 して さ

し つ か えな い と考 える ． な お
， 他の 動物 で 副耳下腺 と

呼 ぶ腺の 記載が あ るが
， 今回著者が検 した 頬腺は混 合

腺で ある の で
， そ の頬腺管が耳下腺 管に 合流 して い て

も
，

これ は 副耳下腺 とは 全く別種な も の で あ る
．

2
．

マ ウス 頻腺の 神経支配

F r eit a g ら
2 9Iは ウ サ ギ の耳下腺 と顎下腺で

，
上 頸神

経節切除後 カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光は 消失 した が ア セ チ

ル コ リ ン エ ス テラ
ー

ゼ活性 に は変化 が なか っ た と報 じ

て い る
．

こ の 所見は G a r r e tt ら
3 01

に よ りイ ヌ の 耳下腺

で も確認さ れた
． 井上 印 は マ ウ ス の 耳下腺に お い て

，
上

郡中経節切 除後カ テ コ
ー ル ア ミ ン螢光陽性線推 が消失

し
， 同時に 電顕的に 腺内の 小顆粒性 シ ナ プス 小胞 を含

む工塑神経終末が変性に 陥る と報告 してい る ． さ らに

井上 は耳介側頭神経の切 断を行な い
， 腺内の ア セ チ ル

コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ清性陽性線推が消失 し
，
電顕的に

は無頼粒性 シ ナ プ ス 小胞 を含 むが小 額粒性小胞 を含ま

な い H 型神経終末が変性 に 陥る と報告 して い る
．

今 回 マ ウス の 頼腺に お い て も， 上 頸神経節切除後腺

内の神経終末に 見られ た カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光が 消失

し
， 頼神経切断後腺 内の 神経終末に 見られ た ア セ チル

コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性が 消失 す る こ と が 確認 さ れ

た ． さ ら に 同時 に 行な っ た電顕検索に よ っ て， 上 頸神

経節切除に よ り腺内に 分布 し て い た 小額粒性 シ ナ プス

山一胞 を含む 工型神経終末が変性 に 陥り消失す るが ，
こ

の と き腺内に 存在 し てい た無顆粒性シ ナ プス 小胞 を含

む が小 顆粒性小腹 を含ま な い H 型 神経終末は残存す る

こ とが 明 らか に な っ た
．

一 方
， 頼神経 ある い は頼神経

を含 む下顎神経の切断後 に は， 腺内の工王型終 末は変性

消失 する が
，

工型終末に は変化が な い こ と が 明 らか に

な っ た
． 以上 の組織化学的所見 なら び に 電顕所見か ら

，

頼腺 に 分布 して い る 工型 神経終末が ， 上頸神経節 に 由

来す るア ドレ ナ リ ン 作動性 神 経腺維 の シ ナ プ ス 終 末

で あ り
，
工工型 神経終末が ， 頬神経 を経 由す る コ リ ン作

動性神経線維の シ ナ プス 終 末で ある こ と を明らか に し

た
．

頬腺内の ア ド レ ナ リ ン 作動性神経 と コ リ ン作動性神
経の 分布に 関 して は

，
R o s s o ni ら

6
切 ヒ トの 頬腺に関す

る 報告が あ る に す ぎな し－
． 彼 は頬腺 は

一

般に ア ドレ ナ

リ ン作動性 と コ リ ン作動性 の 両神経線椎の 支配を熱ナ

て い る が
，

こ の う ち
， ア ド レ ナ リ ン作動性神経 は血管

周 囲を除き ほと ん ど見 ら れ な い と報 じ てい る
．

マ ウス

の 他 の 唾液腺で は
，
い ず れ も両神経 の 支配を受 けるが

，

耳下 腺 と顎 下腺が ア ド レ ナ リ ン作動性神経 の 方が優勢
で あ り ， 舌下腺 と E b n e r 腺で は コ リ ン 作動性神経の方

が圧 倒的に 優 勢で あ る と報告さ れ て い る
3 り 32，

． マ ウ ス

の 頬腺 で は
， 腺房間神経網 に お い て は ア ド レ ナリン作

動性の 1 型 と コ リ ン作動性の H 型の 存 在比 は1 こ 3 で

あ り ， 動脈壁神経網 で は4 二 3 であ っ た
．

一 方 ， 頬腺の 実質細胞と 神経終末と の 直接的な関係

に つ い て も ， 今日 ま で 密接 シ ナ プス の 報告を見 ない
．

他の 唾 液腺 に お ける 密接 シ ナ プ ス の 知見 を参照する

と
， ア ド レ ナ リ ン 作動性 と コ リ ン作動性の 両タイ プの

神経終末が 腺細胞 と密接 シ ナ プス を形成す ると いうこ

と が ，
ラ ッ ト

3 3I
，
ウサ ギ 瑚 抑 お よ び マ ウ ス

31－32
切 耳下腺

に お い て 報告され てい る
．

また
，

コ リ ン作動性神経の

み が腺細胞と 密接 シ ナ プ ス を形成 す ると い う ことが
，

リ ス ザ ル 36I
， サ ル 37

切 顎 下腺 お よ び マ ウ ス 32 輝 の舌下

腺 と Eb n e r 腺 に お い て報告さ れ てい る
． それ に 反し

，

密接 シ ナ プ ス が 見ら れ な い と い う 報告が
，

ヒ ト
39I

とリ

ス ザ ル
40 切 耳下 腺 お よ び と 卜

3 9I
，

ウ シ 411
，

モ ル モ ッ

ト
川

，
ハ ム ス タ ー

4 り
，

ウ サギ
3 引

，
マ ウ ス

32
切 顎下腺でな

され て い る ． また その 他 ヒ トの 顎 下 腺や お よ び口唇

腺瑚
，

ラ ッ トの 舌下腺 瑚
お よび Eb n e r 腺4 51 で腺細胞に

対す る密接 シ ナ プ ス が 報告され て い るが
，

それ らがア

ド レ ナ リ ン作 動性 で あ る か コ リ ン作動 性 で ある か に関

して は言及 さ れ て い な い
． 今回 の 著者の マ ウ スの 頼腺

に お け る検索で は
， 腺房 内神経網 で は その 密接シ ナプ

ス の形の 神経終末は す べ て工工型 の コ リ ン作動性神経終

末に 属す る こ とが 明ら か と な っ た ．

頼腺 に 分布 する 副交感神経 の 走路に 関して は， 従来

全 く報告が な い
． 近傍 に 位置す る耳下腺 の神経支配に

関 して は
，

ヒ トお よ び種々 の 哺乳類に お ける神経走路

の 肉眼検 索に 基づ き
46 湘

， 節前線椎 は延 髄の 下唾 液核

を発 し， 舌咽 神経 よ り教 室神経， 鼓室 神経葦，
小錐体

神経 を経 て耳神経節 に 入 り
，

そ こで神経細胞に終わると

考え られ てい る
．

また 耳神経節の 神経細胞 か ら発 した

節後線維 は
，

交通 枝 を経 て耳介側頭神経に 入 り， 耳下

腺 に 到ると さ れ て い る ． 頬神経と の 関係に つ い ては成

書に は記載が な い が
， 大 久保471

が ネ コ
， イ ヌ

，
ブタ，

ヤ

ギ
，

ウ シ お よ び ウ マ で 良く発 達し た耳 神経節と頼神経

と の 交通枝 を観察 して い る ． 今 回著者も マ ウ ス に お い

て， 光顕連続切片の 再構築法 に より そ の 交通枝の 存在
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を確認した ． ま た ， 本研究 に お ける神経切断実験の 結

果は，
マ ウ ス の 場合，

頼腺 に 分布す る コ リ ン 作動性神

経がす べ て頼神経 を経 由する こ と を示 して い る ． 副交

感神経は耳神経節 で ノ イ ロ ン を換 え， 節後線維は 交通

枝を通っ て 頼神経 に 入 り， 柳 申経 を経由 して頼腺 に到

る ことが明ら か と な っ た
．

頼腺に 分布する 交感神経の 走路に 関 し ても 従来全く

報告がな い ． 近傍に 位置す る耳下腺の神経支配に 関 し

ては ，
ヒ トの 肉眼 的解剖所見 に 基づき

4 引
， 節前線継が 胸

髄上部の 側柱の 神経細胞 か ら起 こ り， 脊髄神経の 前根，

自交通枝 を経て 交感神経 幹に 入 り
，

こ れ を上 行 して 上

頸神経節 に 到り
，

こ こ に 存在 する神経細胞に終わ るとさ

れてい る
．

ま た上頸神経節の 神経細胞 か ら発 した節後

線綻は外頸動脈神経草 に 入 り ， 外頚動脈の 分岐 に 従 っ

て末棉に到る もの と， 耳神経節 へ の 交感根 を通 っ て 耳

神経節に 入 り ，
これ を通過 して 前述の 副交感神経線経

と同じ走路 を通っ て末梢に 分布 する も の が あ ると考 え

られ てい る ．

一 九 内頸 動脈神経牽か らは上 ． 下頸鼓

神経が発 し， 教室神経華と連絡 して い る こ とが 知られ

てい る
．
ま た大久保4 7I は

， ネコ や ブ タ で 内頸動脈神経草

と耳神経節と の 間に 交通枝の 存在を確認 して い る
．

こ

れらの 所見 は
，

交感神経線推の 一 部が外頚動脈神経若

の ほか
，

内頚動脈神経寒 か ら も耳神経節 に 入 り ， 副交

感神経線経 と共に 末梢に 行く 可能性を 示唆 して い る
．

しか し井上
3 り

は マ ウ ス の 耳下腺に つ い て
，

一 部の交感

神経節後線推 が耳介側頭神経 を経由 して 耳下腺 に 到る

とする 従来の 説 を否定す る所見を得て い る
． 今回 の 著

者の マ ウ ス の 頬腺に お ける検索で は
，

下 顎 神経 を切断

しても頼腺 に 分布す る カ テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光陽性線維

の 密度 に変化は認 め られ なか っ た
．

こ の 所見は ， 交感

神経線維が耳神経節か ら頼神経 を経て 頬腺 へ 到る と い

う説を否 定する も の で あ る
． 顔面動脈 に 伴行す る神経

束を切 断す ると
，

きわ めて 少数で は ある が カ テ コ
ー ル

ア ミ ン螢光陽性線維が 頼腺内に 残存 し てお り
，

こ れ は

さら に 内頸動脈神経華 を切除する と完全 に 消失した ．

こ の こと か ら
，

上 頸神経節 を発 し頼腺 に 到る 節後線椎

の大 部分 は
， 外頚動脈 神経叢に 入 り

，
こ の 線維は す べ

て外頚動脈 と共に 末梢 へ 走り
，
外頸 動脈 の 枝 で あ る顔

面動脈に 伴行 して 頬腺に 到る こ とが 明ら か とな っ た ．

また
， 頼腺に 分布す る交感神経線推の

一 部は内頚 動脈

神経叢を経由し
，

内頚動 脈に 沿 っ て 末棺 へ 走 り
，

そ の

枝で ある眼 裔下 動脈 に 伴行し て 頬腺 に 到 る こ とが 示唆

される ．

結 論

マ ウ ス の 頬腺の 微構造と神経支配 に 関 して
，

正常 な

らびに 諸神経切断後 に 検索を行な い
， 次 の 結果 を得た ．

1 ． 頼腺は嘆筋前縁に 接 して 存 し
，

3 実に 分葉 し，

各葉か らの 導管 は合流 して頬腺管とな り， 耳下腺管に

開口 する ． 頬腺は 粘液性の A 細胞と 簗敵性の B 細胞

か らな る混 合腺 で
， 複合管状胞状腺 に 属し， 介在部お

よ び線条部 を欠く ． 腺房の 基底面の 約2 割は筋上 皮細

胞に 被わ れろが
， 導管系に は筋上 皮細胞は出現し ない

．

2 ． 導管およ び血 管に 伴行して頼腺 に入 っ た無髄神

経線推 は， 微細神経束か らな る腺房間神経網， 動脈壁

神経網お よ び腺房内神経網 を形成す る ． 無髄軸索 はそ

の 走行中に 癖状 に 腫大 した神経終末を形成 する
．

3 ． 腺内の 神経網はカ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性 の線

経と アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ活性陽性の線推 か ら

なる ． 後者 は前者よ り も多い
．

4 ． 上璽新中経節切 除後，
カ テ コ

ー ル ア ミ ン螢光陽性

の 線推 は消失す る ． 頼神経切 断後，
アセ チル コ リ ン エ

ス テ ラ ー ゼ 活性陽性 の 線椎 は変性消失す る ．

5 ． 電鋳的に は， 上 記の 軸索の 癖状腫大部に は多数

の シ ナプ ス 小 胞が 見ら れ
，

こ の 部で S ch w a n n 細胞が

1 邪欠如し
， 腺房間神経網と動脈壁神経網では遠距離 シ ナ

プス を形成す る ． 腺房内神経網で は
， 軸索は S c h w a n n

細胞 の帝を失な い
， 腺細胞間

，
腺細胞と筋上 皮細胞 の

間ある い は腺細胞と基底勝と の 間で
， 腺細胞 お よ び 筋

上 皮細胞と 密接 シ ナ プ ス を形成す る ．

6 ． い ずれ の 神経網に お い て も腰 大 し た軸 索終 末

は
，
小顆粒性小胞 を含む 王型 と無顆粒性小 胞を含む工1

型 とに 分類され る ． I 型 は上頸神経節切 除後変性 に 陥

り，
H 型 は頼神経切 断後変性に 陥る

．
工型 は上頸神経

節由来の ア ド レ ナリ ン作動性神経の 終末で あり，
H 型

は耳神経節由来の コ リ ン 作動性神経の 終末で ある ．

7 ． 工 型 とI工型 の 存在比 は
，

腺房間神経網 で は 1 ニ

3
， 動脈壁神経網 で は4 こ 3 で あり

， 腺房内神経網で
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T h e gl a n d i s c o m p o s e d o f t h r e e l o b e s
，

e a C h h a v i n g e x c r e t o r y d u c t s ． T h e s e d u c t s j o i n o n e

a n o t h e r t o f o r m a l a rg e e x c r e t o r y d u c t
，
t h e b u c c al d u c t ， W hi c h j o i n s t h e p a r o tid d u c t at a b o u t

O ．5 m m p r o x i m a l f r o m t h e o r al t e r m i n al o f t h e p a r o tid d u c t ． T h e b u c c a l gl a n d i s c h a r a c t e ri sti c o f

t h e c o m p o u n d t u b u l o al v e o l a r a n d m i x e d g l a n d － T h e gl a n d u l a r a ci n u s c o n si s t s o f a b o u t 9 0 ％

m u c o u s c ell s a n d l O ％ s e r o u s c e11 s ． T h e b u c c al g l a n d h a s n o i n t e r c al a t e d a n d st ri a t e d d u c t s ．

P h o t o g r a p hi c sil v e r st ai n i n g s h o w s t h at t h e b u c c al g l a n d i s s u p p li e d w it h m a n y u n m y eli n at e d

n e r v e fib e r s f o r m i n g p e ri a ci n o u s， P e ri a rt e ri al a n d i n t r a
－

a C i n o u s n e rv e P l e x u s e s ． T h e n e rv e fi b e rs

e x h ib it m a n y v a ri c o siti e s al n o n g t h ei r c o u r s e i n t h e p l e x u s e s ．
H i st o c h e m i c a l t e c h n i q u e s d e m o n

－

st r a t e c a t e c h o l a m i n e fl u o r e s c e n c e a n d a c et y l c h o li n e s t e r a s e a c ti v it y i n t h e s e n e rv e p l e x u s e s ． A ft e r

s u p e ri o r c e r vi c al g a n g li o n e ct o m y t h e c a t e c h o l a m i n e
－

P O Siti v e fi b e r s d i s a p p e a r
，
t h e s a m e b ei n g t r u e

a ft e r b u c c al n e u r e c t o m y f o r a c e t yl c h o li n e s t e r a s e
－

P O Si ti v e fi b e r s ．
I n e l e c t r o n m i c r o g r a p h s

，
th e

v a ri c o siti e s a r e r e v e al e d a s a x o n al e x p a n si o n s c o n t a in i n g m a n y s y n a p ti c v e si cl e s a n d m it o c h o n d q

ri a ．
T h e a x o n al e x p a n si o n s l o c at e d i n t h e p e ri a ci n o u s a n d p e ri a rt e ri al n e rv e P l e x u s e s s h o w t h e

d i st a n t s y n ap s e s
，

W h n e t h o s e l o c a t e d i n t h e i n t r a
－

a Ci n o u s n e rv e P l e x u s s h o w t h e c o n t a ct sy n a p s e s ．

T h e e x p a n si o n s c a n b e cl a s si fi e d i n t o t w o t y p e s ニ T y p e I
，
t h o s e al w a y s h a v i n g m a n y s m all g r a n u l a r

v e si cl e s i a n d T y p e 工
，
t h o s e h a v i n g m a n y a g r a n u l a r v e si cl e s ． A ft e r s u p e ri o r c e r v i c al g a n gli o n e c

－

t o m y ， T y p e I e x p a n si o n s d e g e n e r a t e
，
W hil e a ft e r b u c c a l n e u r e c t o m y ，

T y p e H e x p a n si o n s d e g e n e
－

r a t e
．

T h e s e h i st o c h e m i c al a n d el e ct r o n m i c r o s c o p i c al o b s e rv a ti o n s i n d i c at e t h at T y p e I e x p a n
－

si o n s c o r r e s p o n d t o t h e s y n a p ti c e n d i n g s o f t h e a d r e n e r gi c fi b e r s o rig i n a ti n g f r o m t h e s u p e ri o r

c e r v i c al g a n gli o n ， W hil e T y p e H e x p a n si o n s c o r r e sp o n d t o t h e s y n a p ti c e n d i n g s o f t h e c h o li n e rgi c

fi b e r s d e ri v e d f r o m t h e o ti c g a n g li o n ． T h e r ati o o f T y p e I t o T y p e 工 i s l ニ3 i n th e p e ri a ci n o u s

n e rv e P l e x u s a n d 4 こ3 i n t h e p e ri a rt e ri al n e rv e P l e x u s ． A ll t h e c o n t a ct s y n a p s e s i n t h e i n t r a
－

a Cト

n o u s n e rv e P l e x u s b el o n g t o T y p e H e x p a n si o n s ．

A ft e r s u p e ri o r c e r vi c al g a n gli o n e c t o m y ，
t h e gl a n d u l a r c ell s sh o w a f u si o n o f t h e s e c r q t o ry

g r a n ul e s a n d a n e x p a n si o n o f t h e r o u gh － S u r f a c e d e n d o p l a s m i c r e ti c u l u m ． A ft e r m a n di b ul a r

n e u re ct o m y ，
t h e gl a n d u l a r c ell s s h o w m a rk e d c h a n g e a n d t h e gl a n d u n d e rg o e s e d e m a t o u s d e

－

g e n e r ati o n ．


